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推　奨

線維筋性形成異常症（fibromuscular dysplasia：FMD）の治療には、経時的な画

像検査による経過観察と降圧治療が推奨される（グレードC1）。症候性病変に対し

ては、外科的治療あるいは血管内治療が推奨される（グレードC1）。

●エビデンス

　一過性脳虚血発作や脳梗塞、頭痛、眩暈などの臨床症候を有する線維筋性形成異常症に

おいて、主幹動脈の高度狭窄病変や解離性病変に対して、血管内治療や外科的治療を積極

的に推奨する報告が散見される1-5）（Ⅲ）。その一方で、頭頸部線維筋性形成異常症の自然

経過については見解が分かれており、なかには脳血管造影検査あるいは超音波検査上で狭

窄病変の進行を認める症例がある一方で、病状の進行が遅い無症候性の軽度狭窄病変から

中等度狭窄病変に対しては経過観察や降圧治療で十分対処できるとする報告もある2、6-8）

（Ⅲ）。
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